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日 時   2020年 10月 10日（土）10:00～12:00 

場 所   鶴瀬公民館 第三集会室 

講 師   小寺ひろ美 氏（社会福祉協議会事務局長） 

受講者数   16人 

 

 

４３期「行政と市民生活」の講座は「富士見市のま

ちづくりの現状と課題」をテーマに５回の講座が計

画された。 

第２回講座は社会福祉協議会の事務局長小寺ひろ

美氏を迎え「社協が描く新たな地域づくり」をテーマ

に行なわれた。 

コロナの感染防止対策の徹底のため、これまでの

活動スタイルが適応しなくなっている状況もあり、

新たなやり方を模索しているとのお話もあった。 

 

講義内容の概要は以下の通りである 

 

社協ってなに？ 

  １．社協は社会福祉法に基づいて設置されている民間の社会福祉法人 

 

 

講師 小寺ひろ美氏 



- 2 - 

 

  ２．社協が行なっていること 

    ・個別支援と個別課題 ～住民アクションへ～ 

       ８０才女性の事例 ⇒介護保険サービスを利用しにくいと言う課題 

                   ⇔  

                富士見市在宅福祉サービス利用 

（困りごとを住民同士で支え合うしくみ） 

 

          ・地域支援と地域課題 ～住民アクションへ～ 

         富士見市３地区（渡戸、南畑、西みずほ台、）の共通した暮らしの課題 

                   ⇔  

                集まりを生み出す仕掛け 

              （見守り、居場所、声かけ、支え合え） 

                 （様々“集まり”の単位 ） 

３．まとめ 

      ・支援の舞台（地域） 

         個別支援 

         地域支援 
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講座のあらまし（講座説明資料パワーポイントの抜粋） 

 

テーマ 社協が描く新たな地域づくり 

 高齢化の進む地域で安心なくらしを築くには 
 

１．社協ってなに？ 

   社協は・・・・ 社会福祉活動を推進することを目的として、平成１２年（２０００年）

に制定されている、社会福祉法に基づいて設置されている民間の社会福祉

法人です。 

 

２．富士見市社協が主に行っていること ～その１～ 

①地域へ福祉活動を広める   

②人権を守り福祉サービスの利用を支援する 

③在宅福祉サービスを提供する 

   ④そのほか ：手話通訳者派遣事業等 

 

３．個別支援と個別課題  ～住民アクションへ～ 

   ① ８０才女性の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事例 １ 趣味は押し花 好きなことは字を読むこと 手話サークル  

たびたび物を探すように・・・ 

   ③ アクション 社協の手話派遣事務所に相談   介護保険の申請へ 
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   ④ 「・コミュニケーションが上手く図れない、・知らない人は嫌」 

 

 

   ⑤ 「ふじみ在宅福祉サービスセンター」を使ってみよう！ 

       （困りごとを住民同士で支え合う仕組み） 

   ⑥ 当事者を中心とした支援ソーシャルサポートネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．地域支援と地域課題 ～住民アクションへ～ 

   ① 支え合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 共通した課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービスを利用しにくいという課題が・・・ 
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③ 南畑地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 西みずほ台地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 渡戸地域 
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⑥ アクション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

  ① 支援の舞台（地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


